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配はしていないのであるO

以下の紹介文 は ,各研究室の適当を方に依轍 して書いてhただいたものを

そのまままとめた ものであるO 御協力下さった方々に感謝いたします｡

理論 Ⅰ

現在のメンバーは,芳田室,青森昭夫,石井広湖,山田耕作,桜井明夫で,

更に大学院博士課程には,岡田勇,小川徹天が居bます｡ 理論 Eでは皆さん御

承知の通 b,ここ数年来 ,8-d相互作用の理論に専念 しています｡その間の

研究室の仕事に関 しては最近の物性研だよb(第 10巻,,5,4, 5号 )に,

近藤効果の発展 とい う副港で,詳 しい解説が戟bましたので,是非読んで頂 き

たい と思V,ます〔 (たとえ,私たちの研究室に直線興味の貴い方でも.,S一且

の問題に関心のある方には,必読だと思います｡)

S-a_系では今までに基底状態に関しては,Singletbound stateの理

論が,mostdivergentの範囲で確立 し,波動関̀数,energy,chargeや

spinの集 b方をどが詳 しく調べ られると共に,それ らの磁場依存性,即ち,

磁場をかけてい くことによ_b,どうsingletから spinが よみがえってい く

かがはっきbL,帯磁寒 や磁気抵抗 といった重要を物理量 も計算されました｡

これらの成果をもとに,いかにして理論を有限海産に拡張するかが,現在私た

ちの直面する問題です｡ 有限温度での freeenergy,あるいは同様に励起状

態のかかわる問題 として,七-matrixの a)依存性や,超電導体での gap内

の level夜どは,芳田理論の立場か らはっきJhとさせをければをらをい重要

を課題です｡ 基底状態の議論では,電子ガスで Gell-Mann-Brueckner

がやったように,_TnuSta_ivergentの seri占Sを集めるとい うことが,､計算

上の指針 となったのですが,励起状態についてこれがどこまで成立つかは,こ

れからの問題でしょう｡

-S-a_の問題のむづかしさは,それ らが spinの内部 自由度に由来する本質

的を多体問題である-方,-ケの不純物を扱 うために,ふつ う第一近似で成立

する平均場 とい う考えが成立たず,それか らの fluctuationが大きいという

ことにあるIと思います｡ およそ多体問題を,H-F近似をこえて,系統的にし
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かも意味の判る近似で解 く方法は,一般に確立 していませ4/o 従って8-年の

問題にも多体問題のあらゆる方法がもちこまれ,試み られていますO近頃では

Nozieres-a_8-DominiciB理論や,functional i云tegralの方法が

調べ られておD,私たちも低準での freeenergyの計算に後者を試み,有限

温度での議論の足がか Dとしています｡ 今までにはっきbLたこととして,低

臥 低磁場での変化が,T2,H2 に比例 Lnormal である (物 T,eogH,V7

をどで夜い) ことは実験との比較の上で重要をことです ｡

S⊥d_相互作用の問題は,つきつめれば,金属中の不純物に,いかにして磁

気 momentが出現するかとい う,金属磁性に本質的を疑問を追求することにを

bますo 私たちの研究車では,これに関 し,一方では And-arsonMod･elに対

する相互作用展開か ら糸 ぐちを見出せをいかと,最近では分配関数を Pfaff-

ianで表示 したb,参るいは.functional integral と N-工)近似を援用

したD,苦心 しています｡ さらにまた d:-levelの縮退を考慮することも必

要と考え,spinのみ怒らず軌道角運動量の消失を, a-a mixingに よる近

藤効果としてとらえる考察を続けています｡

準たちは現在総がかDで,稀薄合金の問題匠とbくんでおれますが,最後に

これにたずさわる研究室の皆さんの声を塀銀 して,報告を終 bたいと思います｡

(原稿はここで終 b,読者 自ら試みよ,との注があbます｡)

(桜 井 )

理論 Ⅱ及び計算機室
理論 打の現在のメンバーは,山下次郎,花村栄一.小林謙二,浅野摂部,難

波裕子で,大学院には,楠正美,五木田正史,井上慎一,佐野尚武,浜崎正治

が在東中です｡ 尚,計算機室にいる和光信也氏 とも仕事の上で緊密を関係があ

bます ｡ 山下,浅野は,主として遷移金属のバン ド計算を行ってきました｡和

光 も同様です｡ 我々がこの 10年内程に行なった計算の主をものは,和光,也

下の強磁性Ni･Fe,常磁.性 C,Oの計算,浅野 ･山下の反強磁性 cr･γ丸虹 の

計算の他に,5d_,4d.,5d.遷移金属の非相対論的計算,Au等の相対論的計算

の他,cope,.Ni5Mn'NiMn,TiFe,FeAeをどい くつかの金属間化合物,
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